
次世代医療機埠絆価指標ガイド  
救息災書医■の現場を想定した  ライン作成事業が、（庫労雀）次  

動物実♯モデルにより、人工赤  世代医療機書辞櫛指標捜討金  
血球が（り緊急時の体外膏礪回  ／（樺度省）医♯撫書開発ガイドラ  

路の補填液、（2）出血性ショック  イン評価検討垂■会のワーキン  

医薬品・医  蘇生液としての緊急的投与、（3）  

療機器等   
lb、脳などの虚血性疾患に対す  肘礪即リポソーム零のデリバ  

救急・災書医♯に   る緊急対応に応用可能であるこ   

平成  平成     四澤 良平  
リーサイエ  ■となった。薬物娼体であるり、  科学未来館7FみらいCAN）．   

る研究   ン入総合  環回路輔牧瀬としてヘモクロピ  面を檎討することになも．本研  替物学会で暮離され、書12同日    会おぴ  
研究  

ン小用るこに 書次臨機能陣書を低減した緒黒  
は、Am●rk；anH●一代A亨＄○¢htbれ  外動向や科学的■醜から考え  
の総会で取り上げられ、新しい  て不可能であること、また薬物と  
治■法として期待がホまった（同  その担体とが一件となったt絡  

学会誌C汁飢血tionに穐戴の予  製品を医薬品として暮壬対■と  
走）．   するのが妥当との答申が婁■  

会に上申された。   

免疫グロブリン製剤は、暮虚感  
染症、川ヰホなどに使用されて  
いるが、わが孤に事い穐治性痍  免疫グロブリン製刑は、需暮が にが 
患に分類されるMPO一州CA朋  増すす向ある、原材料供  
連血書炎において大1ガンマグ  

輪、感染症リスク、医療経済の  

ロブリン製剤（lVll）治よ法の有  
点からその人工化が¢至の状  

医薬品・医  劫性を機射し、早期の疾患活動  況である．本研究にて得られた  

血t炎治療のため   療機器等   性の抑制甘死や懸巣虚業虚   

平成 15（200  平成 lT（200     鈴木 和男  告した適応拡大から需要が増   
43  †46  き  5  78  26  

ロ  
向上に関する研究   ンス総合  からもバックアップがあり基礎   

研究  
医療経済の点から人工化が手   
呈されている．本研究で、血t  

進を阿ることを可能とするもので ある。ヒト聖人工グロブリンの作   
炎モデルマウスに有効性を示す  

はほぼ♯い、ヒト型人エガンマ  

マウス聖人エグロブリンを完成  
グロブリンの本格的な利用が見  

した．免疫グロブリン製剤の安  込まれる．   エ血液」を2回開催した．   

全性をカバーする治■法として  
礪用性がⅦい．   

秋風独自の技術で開発された  
人工赤血球くHb小胞体）は、体  本研究の精巣、Hb小胞体が■ 血を補完できるIl濱製刑として  全くの新しい製剤である人工赤 血球について、その製造法の墓   
内租★の呼吸活動に伴う酸♯  安全に使用できることを．軸物  本的腎靂礪欄を本研究班の分  ／（軽度雀）医ホ機番開発ガイドラ  せるため、皿民向け公開シンポ           って   
需雷を満足できる充分▲の酸素  投与拭♯からよ体的に明示でき  超研究書高折が中心とな痍  イン騨価横討手■会のワーキン  ジウム「平成け年度研究成よ  
を逢ゎし、感染∬や血液型が■  た。今橡GMP墓撫で製造された  肘、日本血液代替物学会で暮  ググループとして遭められ、機  発表会・人工血液をつくる（6）」  

医薬品・医   く、長期良存が可能であり、従  製，附こついて非曲床試♯、■床  繊され、事12国日本血液代瞥物  村境即リポソーム零のデリバ  を開催した（日時：平鹿18年2月  
療機器等  

人工赤血球の安  平成  ○  平成    小林紘一  
研究  田  印H柑年8月9－11日）。実施企集  科研第二期（平成18＆＃12318：20  次世代医療機書絆価指楕横田  っ。 ソーム（リン賄井小胞体）を医■  b。 聴講者ほ0名余を集め人工赤  

ンス総合  にHb小胞体の＃遊技術の移転  年度）では魚鱗して「人工酸集運  会／（経度省）医ホ機書開発ガイ   

研究  機番として位置付けることが珊  血球の蘭先の現状と、期待にう        を行い、GしPレベルで委託製造  撒体の臨床応用に闇する研究」  ドライン評価検討委■会のワー  外動向や科学的繍拠から考え  いて肘諭が行われた。園内主事       た全性   実施し 
された試料を対暮とし安  を 、臨床治牡の実施と  キンググループで蓼考にされ  て不可能であること．また薬物と  新聞に計3件、人工赤血球の期  
確認および安全性を向上させる  並行・連動して間糧点熟曝決、  た．「高折益さ．人工酸素運静   
その担体とが一体となった書終  待と、開発状況について取り上       ための先見的撃儒研究を行い、 血でき液製剤とし  
●を補充る輸  
ての安全性を碓誌できた．   会に上申された．   



・現在世界中で流行しているホ  ・RG法によるH5Nl輌暮化ワクチ  

ホ∬性H5日l▲インフルエンザウ  
イルスを用いたワクチン株作＃  
たは、リバースジェネティクス （RG）法による遺伝子改嚢嶺儒  
が必手である 

医薬品・医  。本研究ではこの  れている．しかし、わが国ではそ  

新型インフルエン   療機器等   系を確立した。さらに、遺伝子改   

平成 15（200  平成 17（200     小田切 事人  
劾性・安全性欄眉  田  5）  リーサイエ  

称になし   12    0    85  34  0  ○  0   

に関する研究  る改良型RG法を確立したこれ   
ンス総合  ワン   たLLCMK2細胞をGMP施設でバ  

研究  、ンフルエンこ 用でき科学的な天敵は大であ  
る。・アルムアジュバントH‡Nl全  
粒子ワクチンおよぴポリⅠ¢を添  
加した拝■樺穫ワクチンの効果  

および免疫反応について鮮明し た．   
従来ガスえそウマ抗暮薫製刑は  
液状晶が＃遺されていたが、生  

遺伝子租み換え技術を利用して ポッリヌスA型およぴE型暮集に  物事的製剤壬準に掲載されて いた脆I卓製剤は、実＃遺されて  
医薬品・医  対するヒト化抗体をマウスハイ  いなかった。研究班でのは払、  

療機器等   プリドーマ∨遺伝子とヒト抗体廉   
製造所での努力およぴよ準嚢   

抗暮薫製刑の効  生相略C遺伝子を縮合して両暮  
ブリドーマ∨遺伝子とヒト抗体慶   

率的製遥方法の 開発に関する研究  平成 15（200 3）  平成 17（200 5）     高橋 元秀  ○  ○  0  0  0  0  l    ○  
大1にヒト化抗体が電全かつ持  

のの可し たポッリヌスウマ抗義凛の製   
ンス総合  ．ッヌス に用いられるウマ抗暮集に替わ  

造1は限度があるために、鶉外  

研究  る製剤の朋先の暮盤を樹立し  
で製造所からウマ血清を■入し  

た。   
治■に大きく丁僻する。  て圃内♯道断GMP施設でt終  

製剤化し、叩内基準にあわせた  
晶暮t理試♯に合格したため、  
緊急時の対応策が犠牲された。   

基本処方210と、増力88に分な  
した¢98ページの「新一般用漢方  新一融用漢方処方の手引き稟  
処方の手引き豪」を完成させた．  は、一般用濃方210処方につい  
また、祖文等8報を報告した．稟  て見直しを行うべきとの医薬局  

爬・藁刑師ベースの一般用漢方  農機村会での報告、捷音「セル  

医薬品・医  地方の有用性評価法AURが実  フメディケーションにおける一般  薬学会の注目漬且となるととも  
一般用漢方処方  療機器等   行可能であり、有用であることを   

用医薬品のあり方について縫   
の見直しに賛する   和漢医薬学会他、招待繍濱の   

15200   平成 （  平成 17（200     合田卜嚢広  
l  2  5  0  23  6  0  5  皿   

及び安全性確保  ンス総合  のロ 引レルで   
零に関する研究  

研究  
ケーションに暮＃していることが  、り 

∧TCコード付けを東7ジアで初 めて成せた 

完さ．圃静講和を念 囁に千アジア4ケ囲稟馬方の生  
210見 
のJ し、漢方処方が、覆代の町民の  

藁規格を比較した冊子を完成さ  ニーズにあったセルフメディケー  
せ、各国に配布するとともにW●b  ションに暮麟することを望む。   

サイトで公開した。   れ、WHOでデータ処理が可能と  の日本間催を強く支ばした。  
なふ＿  



軽れ嚢王制魔の円滑な運用の  
ための枠組みを明らかにした．  

化学薬品新薬及び生物薬品覇  

目標鍾・改定価の■念の導入．  
藁を対tとし、製造場析及び製  

斬稟承認中計時に予め一変申  道方法の記載内容、製造方法  

書事項と鞋牡文王届出書礪を  に蘭する一女／軽♯騙出の区  

区別して申請すること、軽微賓  
別、製造方法に闇する一文申請  

医薬品・医  対書事項の例を示すと共に、化  本研究は医薬品製造と品真に  
医薬品の製遭方   療機器等   モ届出の遇格性はGMPi禦で 確認されることなどの運用上の  本研餞は臨床的有効傭・安全性        竿藁晶障藁及び製剤（錠剤、注  平成り年2月10日藁t暮鶉   関する研究であり、改正薬事法   

3）   5）  リーサイエ  
平成  平成     奥田 嶋宏                          8  19  14  l  4丁  l  0  l  2  法事の文王に伴う    レギュラト   骨子が組み立てられた ■作バ  の基礎となる医薬品の品質保托  射液、凛緒乾燥法射刑）につい  0210【I01号「改正震暮應に墓づ  の連用と密捜に朋休していたの  晶升比較に闇する  15（200   17（200      ラメータをす糠価・敦走瞳として  に聞する研究であり、臨床的■  ヽ‾ な  ては承認書記載例のモツクアツ  く製造販売承艶申前書記載事  で、医藁晶慮霊界の聞心は極   
研究  取扱い、各償の管理すべき巾に  

ンス総合  関しては承紘暮ではなくSOP事  事法に閲する説明会において、  

研究  に冨己♯することにより、工程t  誅に繰出した．これらの研究成  本研究庇集を発表した。   

理に閲して彙欽な規制を可能と  黒ば平成り年2月10日藁貪暮  

することが出来た。この取せい  
鶉0210001号「改正薬事法に墓  

は、化学藁品のみならす生物藁  づく製造販売＊認申請暮記載事  

晶についても囁合よっては通用  項に舶する搾l附こついて」の墓  

出来るとされた。   礎責料となった。   

ホ医薬品讐の開発動向や新医  本研究の成よは平成1丁年4月  
薬品等の晶茸及び安全性確保  r生物薬品（バイオテク′ロジー  
よ準、＃道管礫技術・晶∫確保 技術に間するt新の孤静的勤  

新生膚儀、改文型タン′くク責医  
向を明らかにした．これらの成果  

医薬品・医  は新臣集晶書について外四と同  

療機器等   
水準の品質・安全性確保に寄与  

国際的動向を踏ま   することが期待される。また濠   
平成  平成  

え品の晶     ユ  早川 尭夫  
関する研究  ンス総合  、、  で   

研究  
遣特性欄牒儲の職業lこ成功し  
た。本成よは国際的に開発が董  
まれている蝿タンノくク真性医藁  
晶の＃新技術の一つとして、ま  
た♯1鶉タン／くク寅の書■♯析  

技術の一つとしても疇広く活用  ム」の指針実の作成に向けて捜  
が期待される。   討中である。   期待される。  

乱用薬物の生産地であるミヤン  職日新仰の人でミャンマーで麻  
マーはケシのみならす、鷺醍刑 MDMAの 藁対矧こ取り組む佐竹元首が  
生産も行っている。こ のため、この中心的な少数民簸  紹介された。（～004、J．りJJCA機  

医薬品・医  の麻薬から■れた経済的自立こ  

療機器等   
そが唯一の方法である。今回の   

人鬱等）の活性に間しては今後   

佐竹 元吉  麻薬橿欄の不法  平成  平成  ンス総合  た自国の藁用穐物の活用も  、、  こ    。．．ヤ   

研究  
ミャンマー圃民のt鷹疇遭に書 与と思われる。相済性成分の  
活用も期待される。国静的に孤  5回が行われた）ミャンマーの磨  
立化した国に深く入りもめたこと  藁活動を横浜市教書垂■会で、  

は、日本外交にも役立つと患わ  蓼利こなると思われる。   小学生、中学生対■に講カし  

れる。   
た。（2（旧ち．6．）  



＃血で得られた血液をより有効  赤血球が催＃彙感受性血■拡  
利用する新たな手段を得る目的  張作用を持つことが明らかに  
としてNOやCOのガス分子でへ  なったことで、現在00集中のリボ  
モグロビンの立体れ造をT型．R  ソーム聖人工酸素運始体と体内  
型に安定化することにより．赤  の赤血球を体内に投与した場合  

医薬品・医  血球内代■lが■的に文化する  に橋本的個■がある点が欄欄  

ヘモグロビンアロ  療機器等   ことがメタボローム解析から明ら  になり、代嚢事が平成17年度次  

ステリーを利用し  平成  平成  
5  45  0    42  38  0  兼松 ＃         かになり．それを人為的に軌■   

製剤の創製と微熱   8   5）   

医療への応用  ンス総合  こ．   
研究  

≠進による細胞内代≠の文化  医■機場ではなく、ヘモグロビン  
が催酸素領域において赤血球  と一体化して生体制御機爛への  
が積極的に血流を軌蜘して有効  影響を評価すべき医薬として捉  
に酸♯を末柵こ伝道する機能を  えるべきであるとの答申が、平  
発揮することが明らかになるな  虐け年度次せ代医療機鯵押価  
ど．大きな学術的成果であると  指標作成事業合同機肘会に檀  
考える．   れた．  示された．   

廿注用先便グロフリンくlVIG） は主に自己免疫痍鳥と1虚感  

染虚に投与されているが 「アルブミン製刑及び免疫グロ  
．後著 の病態は多樺であことから 
る． その遭応を書■的に評価するこ  
とは田れであり 

医薬品・医  ．前方視的な比  本研究で行われた麻酔科臣へ  
医療機闇における 血製の正  平成  平成  療機器等  鮫機討が必暮である。現行の予  
液剤適  肪的血小板Il血ではトリガー仕   

5  ○  5    6  0  0  2  
ていると刑された。現在の予   レギュラト  汁水 臓  也でも安全かつ勤よ的である． らに 

研究  さ，術中の赤血嘩濃厚液  予防的血小板Il血についての  

（RCC）●血は一般に過剰欄向に あるが．嫌気性代謝天道の指標 である血清乳酸吼の測定がトリ  
ガ ■也PCの小分けも実施すべき  
ー傷の決定に役立つ可能性 九日hふ   であると考える．   

これまでのOTC薫に附する慎董  
では、覆在、症状を訴えている  研究書は医薬品叛売制度改正  
かどうかに朋わらす一般人を対  検討部会の婁■を務め、その譲  

医薬品・医  ■に璃蓋してきていた。そのた  繍の遇程において、OTC巣鴨  

医療機朋受診前  療機器等  め、自己の症状に対して1正な  売時の書口篭の関与について  
の書見を述べる欝に、本研究の  

の一般用医薬品  平成 り（200  平成 17（200    レギュラト  望月 眞弓       使用が増されているかを正確に 把櫨することは不可能であった   

の使用乗組こ間す   5）  5）  リーサイエ  
成稟を反映した書見を述べるこ  特になし  ○  ○  0  

る加萱  
が、ヰ臥対tを症状を訴え受  とが可能であった。書門書の責  

ンス総合  移した患書とし、さらに診療録か  兼として医薬品遭択に関するア  
研究  ら診断名を確壮することによつ  ドバイスの暮手性について指摘  

て、適切な医薬品選択と使用が  することができ、これらは制度改  
行われていたかの正確な加重  正に反映された。  
が実施できた．   



内田らの漬且ー薬物Xの先発医  
海外の事例として代替鵬網につ  

ATC／DDDや共通プロトコールを 用いて施毅仰の比較によるより 精度の高いDUSの方法払を確  

包括化・後発品便  た 
用・診療ガイドライ  医薬品・匪  
ン使用の中での安  平成  療機欝等   正した。ま、礪勒性、安全性、 および経済性を臨まえた薬物治   

15（200 3）  平成 17（200 5）  鈴木 洋史  8  7  51  0  2t；    ○  ○  0   

と病院医薬品■遭  リーサイエ  傾向にある現在の医★オ墳を 輩土に後先医薬品の採否を含   
択の方法論のモデ  ンス総合  めた施設内の採用医薬品の決 し 

ル構築  研究  走事因を解析、藁刑経済分析 のがで  
や医薬品絆価方法本邦 はしていここ  
不足るとを指摘する  

とができた。   せた。   る。   についてワークショップを開催す  
る干支である。   

Gonotyp●あるいは乱血y叩の1  
なるHBV．HCV．H）V由来のHBs  

抗原、H（】∨コア抗原、G叫抗環を  

医薬品・医  それぞれhvむ○で助平長く生  

療機器等  
成させることが可能になった。こ  

輸血用血液製剤  れらの抗押を用いて、体外診断  

の安全性向上に  致当なし．   譲当なし。   2      ○  0  0    0  
朋する研究   することが可能となり、一例とし  

ンス総合  て本年度の研究ではHE18抗原  

研究   
機出キットの性能檎董に供する  
ことができた。さらに、将来はこ  

れらの杭肝を用いて、様々な遺  
伝子事型に対応する構掌晶が  
蓋傭できることが期持される．   

ダイオキシン鶏、PC8写、メチル  
水銀などオ墳由来化学犠I引こ  
よる周蓋期特霧のt鷹影響を  
明らかにするため、出生児の  
発遵を追跡するコホート講書を  
鷹めた。メチル水銀曝霧による  

ダイオキシン類等  1の影響が新生児期に示唆さ  
平成17年度厚生労■科学研究  

れたが、PG日8による胎児期■  
（化学物責リスク研究椎遺書糞）  

による胎児期曝幕 が幼児の発達に  平成 15（200  平成 17（200  化学物質  佐靂 洋  霧の影響は生後18カ月までの追   譲当せす．  シンポジウムー乳児の発育と化  ロ  26  打  3  42  18  0  
学欄用ぃ（平成17年11月暮山、  

2   

及ぼす影響の前  跡では■♯されなかった。－  

向きコホート疫学   方、母親の九摂取は新生児期  
平成18年2月東京）にて成よを  

の児の状態向上に薔与すること  
発表。  

が示唆された。本研究は子ども  
の尭蓮を追跡するコホートホ董  
であり、引き続き児の発達を追  
跡するとともに、化学物貫の分  

寸一乙＿   



PG恥は若年書簡の減少に比し  新規れ分♯性汚染物ーとして世  

て」肘齢篭では濃度上昇がt察  界中で注目を義めている  
された．門DE8の現在の日本綬  PFOS／PFOAのヒト血清中濃度  

乳年鴨女性レベルは、ヨ一口ツ  及び環機中濃度の25年にわた  

バ穐Ⅷと同讐であり、d●G■8DE  る経年文化のデータは、世界で  

POPsのリスク辞  
に曝ヰされていること、母乳中と  我々だけしか≠告しておらず、  

血清中では1性体の穫オが▲  我々のデータが世界をリードし  
うことを明らかにした。メチル水  ている。暮性メカニズムの研究  価にむけてのヒト 陣幕最期モニタリ  平成 15（200  平成 1丁（200  化学物質  小泉 昭夫          鼠濃度蔦地域で、暮事摂取の  特になし   特になし  とあわせて3年間を通じ故文集   

バンクの創設に限  
5）  リスク研究  介入で逓減できることを実征し  表とUSAのSOTのannutl  

する研究   
た。PFOAは近儀地方で高レベ  m●8th且で発表することにより、  

ルの汚染が生じており、  USAのEPAと≠時書見交換を求  
PFOS／PFOAの血清中濃虐且近  められもようになっている。モに  

t在住書で書いことが判明し  C■∩■血EPAからは、  

た。PFOS、PFOAの■性メカニ  PFOS／PFOAの規制に関しての  

ズムとしてイオンチャ1りレに影  書見を求められ、我々の研究試  
響をもたらす可能性を見出した。  料を捷供し書見交換した。   

ヒトデ一夕を利用した化掌機工 ス  
のリク評価手法を明らかにす  

化学物たの安全性の国許体制  

るために、データの国許比較が  の中心となる「化学物質の安全  
可能な「ヒト急性中暮虚例データ  性に朋する政府間フォーラム  

ベースJのほか、虚例を絆価す  
（lFCS）Jのもと、化学物先によ  

る基礎データとして「血中濃度  
るヒトt鷹リスク評価、中暮防止  

データベース」およびりPIC内部 用急性中暮症例デ 

ータベースJ 曇傭した 

化学物井リスク押 価におけるヒト データの利用にⅦ  平成 15（200 3）  平成 1丁（200 5）  化学物質 リスク研究  杉本：侶          を．さらに、W●bを介し た症例豊鱒システムである「ヒト   
する研究  急性中竃鷹照子ータベース  利用に闇するワ 

帥●b版】」を疇1した．また、中  
暮贋氏‖ヒ事物rの血中濃度分  ベース、書鎌用紙共通）．  本研究班の分授研究書が蓼加 し、研究成1を発表した．本邦  

独自でありながらも、かつ、  
析について精度t理を行い、実  

IP（）＄が連用しているデータベー  2006年2月）で報告した。  
施した．本研究の緒1、化学物  
rリスク評価に必暮な耳の高い  

スと比較可能なヒト中義症例収  

ヒトデータとその評価暮慮が壬  暮データベースを♯♯した点な  

t■き九ト▲   点に暮暮がある．   
どで凪際t献が評価された。   

抗薗刑の暮性評価とともに、抗  
抗薗剤の暮性評価とともに．抗  

抗菌剤の暮性絆価とともに、抗 甘加 
抗醇加工製品にお  

平成 15（200  工製品からの抗菌剤の濱  
17（200  

打  5    0  24  8      2  

3）   

究  慶應 正昭  に改良し、絆価法としての糟度 を向上させることができた 
．   

■皮膚炎零の七人欄書の発生 防止に賞することができた．   



日本人ヒト初代培養細胞を用  
い、化学物1■霧遺伝子発現プ  
ロフ7イルを■鶏的に明らかに  
し、化学物井の安全性を予測す  
る新しい暮性評価法の確立に書 与できる遺伝子発現情報デ 

であり、日本人由来のこのよう  化学物質 リスク研究  膿村 昭夫       ータ ベースを★築した。約39．000僧 の転写産物の発現情報を用い、  44  丁      6  5  0  0   

プライマリーヒト細 胞を用いた化学物 貨曝露・遺伝子発 現に蘭する研究  平成 15（200 3）  平成 ‖（200 5）  18種類の化学物寅■事後の発 硯デ 

ータについてデータベース した 
化。日本人ヒト初代培暮細  
略を用いた網羅的化学物質■  
井遺伝子莞現データベースとし  
ては部内唯一のものである。   ての壬ヰ的な檎討を行った．   

■ヰ的な遺伝子発現嚢勤解析  
手法を暮性竿に適用し、より迅  
速、正確且つ安葡な化学欄爛層  
全性評価システムを■≠するた  

めに、独自開発した遺伝子発現 旗絶対標準化法（Porc●llomtl  
法）を用いた高井鹿の子ータ生  
成体制の下．医薬品、エ兼製  
晶、城内受容体作動抽寅、食品  

化学物質リスク評 価の基盤茸傭とし てのトキシコケノミ ク 由来鞠黄、焦がん物犬、■藁、  特になし   3  8¢  12  4  18      0  0   

スに関する研究   シックハウス症犠群Ⅶ連犠賞■  
を含む暮性学的薫暮に■づき  
■壬された82鞠真のマウス肝  

データベースを取得した。既知  つものである。   

の暮性物共に兼職告の遺伝子  
鮮の嚢勤を見出す専の分子暮  
性学的暮暮を礪する新規成果を  
多数得た。   

暮性評価の為の（Q）＄ARモデル  
を使用した決定00の作成を行  
い、AM亡S試♯ではほぼ使用に  
耐えうる状況になったが、」染色  
体拭職と反覆投与試験について  

集事・食品館生暮＃会薬事分科  

は、さらに個々のモデルの信蝿  
化学物貰リスク評  

与試♯では作用機序のメカニズ  ている．暮締約には即民の化学  価におけるガイドラインの作製  規化学犠＃の予測結集を●キ  おいて本研究班の虎よを公♯し た 9  2  0  0  価における定i的  平成  平成  化学物質  林薫        性向上に努めると共に、反復投  本研餞は 17200  リスク研究  
手性が示された．また、ヒト  ．  

CYPIA2の代撫子ータを収集し、  
欝はこの研究成果を棲某する。   

群集3Dモデルに依存することな  
ンケグループに●爾している。  

く、代打データから条件を導くこ  
とで予測可能な手法れヰに成功  
した。   



フラーレン・酸化チタンについて  
化学工業日報（2005年8月23  

は、生体試料中での測定法に目  
日）のrナノ材料のt鷹影■評  

処が立ち、フラーレンではh  
2005年12月に行われたOECD  

ナノマテリアルの  vkro系での輔助刑の適用、h  
のー産＃用ナノマテリアルの安  

安全性確認におけ  全性に関するワークショップ」に  

るヰ五彩書秤触手  化学物質 ス  広三繊 明ま      vivo系の体内動態解析、酸化チ タンでは吸収性の換討を行う体  酸当なし  
鯵加し、儀鷹影響関係の討■を  
行うと共に、本ワークショップか  

法の確立に間する  勢が曇った。日本学節会躊と美  
研究   国王立協会共≠の「ナノテクノロ  

らは、OEODの化掌晶合同会濾  

ジーのt鷹、環壌、社会的影響  
に対して作業部会の設立を求め  

に朋するワークショツフ」に鬱加  る棲書がまとめられた。  テクノロジー測量プロジェクトに  

し、当研究班の紹介を行った。   
おける間違研究の公開データ  
ベースに士鑓された。   

RG＄2・ウェルナー症饅群WRN・  
肝細胞■札園子HGF・  
Urot●n8h2・GPLDトヰ鷺細胞う  
まみ受容横丁ASIR2・転写因子  

イムノウロマトゲラフイ一抹♯紙 を用いて簡便に遺伝子型を判定  

圧・地床■発症と共通にⅦ逢す  
し得る遺伝子鯵断法CA＄＄OH  

FOX（：2・アディポネクチン・  UれGOUPl一名Prot●h2・サイアサ   底力」にて紹介された。また主任  
研究著・分担研究書は日本蔦血   

分子疫学に基づい  平成  平成  健康科学  今井 ∬  
の予防的介入  3）  5）  総合研究  2のインスリン   

体・htorl●ukh－tOの各遺伝子 多璧が書血圧または■尿ホと闇  OH 

逢していることを明らかにした。  液からの弗DNAl行 新技術を開発した。今後のt  

また詳細な雷族歴・血圧情報に  
診・亀床への応用が期待され  

■づき、高血圧の同胞相対危撲  る。   
行った。   

度（入＄）を算出した．   した。   

（1）GN83遺伝子、D8日遺伝子  

多型が血札などの積憤因子との  
交互作用をもって書血圧響寸オ  
攣ま鳥のリスクとなる、く2）  
OATP－C遺伝子がスタテンの脂  

貴低下作用に影事する、（8） CETP遺伝子事型による書HDL   
遺伝子解析に基づ   

平成 15（200  

3）   のスリ 
療の試み  ン可、の 軽減ならびに国民のt鷹繊月  

増進に大きく貢献するものと期  
において性別や年■隋膚を間  
わす11，も程度艶められることを  

持される。   

見いだした。テーラーメードの予  

防匿よ診療の実現に向けて暮  
立となも成果といえる．   



動脈硬化性疾■の暮事な危険 因子であるリボ蛋白代撫■★と  
して、高LDL血虚、纂中性賄肪  

ARHはコレステロール代謝にお  

血虚、低HDU血症について、そ  
いて■嘉な投書，をよたしてお  

のホ因」抑掛こ関連する新規遭  り、血滑コレステロール触こも影 こ 
響を及ぼすとなどから、この知 もとにコレステロ 

伝子の探索と機能解析を行つ た．書LDL血症のホ噌lこ闇わる  鼻を書ール血  
虚の新しい集刑の開業が期待  

新しい分子としてARHの機能♯  できる．メタポリツクシンドローム  
のモデル動物のライン化とその  

生活官慣病予防 対策に関わる新規 遺伝子の検索と機  
能解析   15200 田   ル代こ かにした。t中性賄肪血虚の斬  病態に蘭わる新しい分子の同 により、高中性脂肪血症の新し  

しいモデル動物の00立と■態♯  い治■法の開発が期待される。  
析を行い、中性脂肪代謝に間わ  
る新しいま白の同定を行った。  

また、A80Alを介したH【〉Lのi  
生制岬■爛が明らかになり、低  

催HDし血症の膚動こ闇わる分  HDL血症に対する治療という、  
子としてA8CAlの機能♯析を行  全く新しい治■法の開発が期待  
い、HDLi生制御機★を明らか にl できる．   

究では、断面研究が事敵を占め 子の切静が  
交櫓園適な価なさ れていなかった 

。本研究では 、 遺伝的事因を従来の危険因子  
の一つと考え、生活曹憮・環境  

アンジオテンシン  暮因に加味し前向きに機附した  
ことにより、心血t膚発虚に対  

病の闇係に関する  事変1♯析で他の危険田子（生  

変換Il集遺伝子 多型と脳・心血t  疫学椚査 

特記事項なし   特記事項なし   37  57  0  87  4      15   

：久山町  
なリスクを算出しえた。これに加  
え、保存されたパラフィン包埋絹  

研究   ★ブロックから遺伝子型を決走  
する技術により、過去の義積  
データの解析を行うことが可能と  
なった。これらの研究方法は、  

今後のわが圃の遺伝子研究に  
′1日・「ト㌧   

脳卒中発症者の平均余命を針  研究縮景は自治体の脳卒中予  
暮する方法を脳卒中発症霊録・  防事暮に直練役立つものであ  
追臓のデータを利用して考案し  リ、全取♯遭府れの脳卒中情報  

た。この時異に基づいて、脳卒   システム糎当事に研究招集を蘭  
♯木 一夫  示したインターネットのホーム   

なし  8  0        0  地域脳卒中発症 萱録を利用した脳  平成  平成  健康科学  の可 り、追跡測壬での日精生活動作  
評価に蘭する研究   別劃台から、握手中発症書のな  内容は全圃の市町村■位での  

2030年までの脳卒中有ホ手数、  

かでの暮介護者数を明らかにし た。   圭介櫨著触の推計価を敵性とグ  
がる。  ラフで表示したものである。   

国民t鷹・栄暮鋼暮の企画や解  
折方法の検討を行う繚の技術的  
な課員を検討する上で必事な情 デ 
報や実柾ータ（運動習慣や身  

圃民健鷹・栄暮璃  

壬における各穐指  平成  平成  健康科学  吉池信男   地域を基盤とした疫学的研究に おいて、生活習慣及び生活晋≠  腹囲及び血圧測定手技、血液 検査の精度書理、ヘモグロビン AIGのカットポイントの検討は      体活動1、飲酒・喫煙、ストレ ス・体＃事の生活習慣を貫仰紙   痛蘭連のリスクファクタ 5  4  7  l  
の  15200  1丁200  総合研究  
研究   檀・評価するための手技の確立 および精度向上に役立った。  を評価するための基盤となって いる，  めの指標、打環薯疾患 

零の状況遷 必雷な血圧や血液指標零に聞  
する精度t理方法、対■書の積  

本抽出方法やデータの解析方  
法事）を得た。   

3  l   



捜総轄臭および書生活などの 生活習≠に関するデ 
ータを解析 し 

士生活零、生活晋   、医■機闇を受診する程の明 稚な白鷺症状はない「潜在的な 貧血」女性が20代2．2ヽ、30代   
ライフスタイルか品への   

月経のある世代で加榊とともに   

平成  平成  健康科学  ■稀 事書  を♯明した。ダイエット等の影事   

検討  す各世代の女性に加齢とともに   
る世代の女性について智慧す べき鉄欠乏が土田である「潜在  
的な責血Jの危惧性に改めて注  
目し 
、四静的にも対策を榛射す ベきことを明らかにした 状を縫手えた対策を機射すべき  

。   である。   も肝雷である。   

＃暮饅暮轟が口膣疾患、特に  
せ層ま鳥に及ぼす暮影響につ  平鹿16年5月26日78月4日に  
いて、疫学爛暮、大規儀疫学  WHO神戸センターで行われた世  
データの♯析および基礎研究  界♯＃デーのイベントに本研餞  
し、また、喫♯と口嘘疾書とのt  精巣を含むポスターを震示し  
鷹憎t講暮や経済分析を行い、  た。また、本研究の緒1をもと  

口腔疾患、特に錮   ♯暮煙■霧による口睦ま息へ   
。口   

平成  平成  健康科学  ■石 ■  4  14  23  0  20  4  
の対策lこ閲する研   3）   5）  総合研究  

2  2   

、 件に穫々の影響を及ぼし、☆局   
究  

。   

、 疾患、場内メラニン色♯沈着、  
せの喪失などの口膣疾息のリス  日本J（2005年11月1日）で紹  
クとなることが明らかにされた。  介されたほか、他の研究内容に  
これらの結果は」．Clh，  の知見は愴科医師や歯科衛生  ついても朝日新聞や挑発新聞  
P●riodont01やPodilレk8など圃  事の記事として紹介された。   
瞭書M誌に掲載された。   めるれり断を与えるものである。   

特定給女鹿設である事暮断絶  
食ぬ毅の栄♯t理の実施水凛  自治体における特走絵暮施設  

が．利用書の栄暮や書に蘭する  自治体の特定輪士施設支は・播 ヰに関して 
知雛・態度に影響することが確  、アセスメント・計画・  
毅された。昼食】暮でも♯織的に  実施・評価の一連のシステム化 のモデルし 
利用する施拉の給暮の栄養t 理の実施水準は利用書に影響  

していることより 
特定給食施股にお   

平成 15（200  平成 1丁（2DO  健康科学  石田 裕集         、t★づくり対   
5）  総合研究  める栄理青J   

に関する研究  3）  の暮手性が示された．さらに、自 治体が旛劇に捷出を求めるー栄  
食事の遭択行動は体格と闇係し  れ、t子マネーサービスによリ  

♯管理報告書」は、t■増遭法 施行規則の兼暮管理の基準に  
らを用いた自治体の施設支援・ のが  

照らしてアセスメントできる書式  指導有効傭∵実現可能性  
にすることで、自治体、施政共  確隠された。   
通のアセスメントツールとして1  

衝をたてられるような自己t理 力をつける支援が効果的である ことが明らかとなった 

手であることが示された．   
。   

tl事Ⅰ■鷹に；1景 と王；看t蓮■別電  
温泉利用と生活・   埠を組み合わせて実施する壌  温泉による運動書のヰ膚軽減   全l聾1鼻義井托■■農事2回総  r社団法人民I叫活力開発≠欄の   

平成  平成   会（平成14年lO月 ●繊枕会  定期刊行Iわーみんかつ」に2回、   

健康科学  上岡 洋晴       現段障ではなし．  4  2  l  0  4  2  0  l  
軟膏に関する実紅  3）  5）  総合研究  効果の持続が田撫であることを  ビューから明らかにすることがで  進捗状況と期待される成よを報  げられた。憺よ轟日新Ⅶこおい   
的研究  ■作削ヒ比較紋緻により明らか  告した．   て本研餞の一郎の成果が紹介  

lrlナ＿   された。  



本研究は、世界一の轟欝■lで  
ある虎児▲れあまみ地域を対■  
に、アンケート孟l壬に加え、土葬  

本研究は2万■の遺伝子発現  
の医学的国子解明の目的に、9  
0義以上54名を含む135名の  
住民から血液を採取し、2万個  
の遺伝子発現変化、及び♯化  
的DNA損≠を調べている．この  

離▲▲村地域にお ける貴需の事担お よぴt鷹寿命に関  平成 15（200 ユ）  平成 り（200 引  健康科学 総合研究  青田 活己          緒よ、特にミトコンドリア遺伝子 の発讃丈化を明らかとしまた   ていのイ  
D 如しその抑制因子として食酢  マ 

いっているの   

≠との間違を明らかにしている。  この事をまとめ、ヒト轟舞研究ガ  

このような研究は、ヒト長寿研究  イドラインをまとめる予定であ  

にとってせ界でも隷のホい画期  る。   推遭讐を行ってきた．   を2件行った。   

的な研究である。   

■集従事書は非▲★機事書と  
比べて、男では書血圧症が事  
く、女では幕コレステロール血虚  
とヘモグロビンAIG引梢以上の  

事l合が少ない犠向がみられた．  
本研究で対■として欄内県夜譲  

17200 5）   ■村における生活 晋≠と生活習≠痛 有痛率の地域差  なし   なし  町および新居浜市の住民に対し  

に関する疫学研究   町、せ■れ幕山市、愛嬢県折居  
て研究精巣の説明を待った．   

浜市、橿岡れ筑前町、緬岡II市  
艶、および最■れ大▲町の8ケ  
所の平均総コレステロール値に  
は大きな圭はみられなかった。   

t鷹闇連指欄の♯遭府欄劇犠  
の出現に薔与する痍ホを同走  
し、その勧遭府県別／くフォーマ  
ンスの推定方法を攫豪した．ま  本研究の成よをもとに、書籍  

た生温疫学的■点から出生コ  県、沖♯県において、行政醐係  

ホートのt鷹への影響について 知見を得た 書、研究書、マスコミ朋係著向  
。研究成よの一部は 鈴集会でつ  けに、それぞれのれにおけるヰ  

健鷹闇饅欄爛性用  掌掛腋零発オを行  鷹槻鴬及び今後重点的よ聞が  
いた≠鷹寿命の♯  平成  平成  健康科学   

平尾 智広          ているが残りの成果について   
因に関する研究   
遭府県較雇の原   15（200 3）  17（200 5）  総合研究  

ル のみならず、末書有のスピード  
各員lこおけるt鷹施策へ反映さ  
れることが期待される。またわが  

でホか社会に突入した書初の閻  国におけるt鷹寿命の算出方  
として全世界から注目を集めて  法について、行政墟当肴に対し  

いる。本研究ではわが圃の他職  て解説及び攫稟を行った．   

較蓋とその蘭画について多くの  
知見を得ており、間際的、社会  
的★義は大きいと考えられる．   




